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研究成果の概要（和文）：小学校の教師は、体育授業の指導「力量」や研修の必要度に多様性が

あることが分かった。こうした様々なニーズを持つ小学校の教師が体育授業に関する「力量」

を形成するために、体育指導に積極的に関与する立場にある教師が中心となり、学校内におい

て情報を伝達し共有していく校内研修を組織化する現職教育プログラムを開発した。また、体

育を研究教科として担っている教師は、積極的に学校外に「力量」を形成する場を求めていた。

そこで、校内研修の指導者を養成するために、体育指導に積極的に関与している教師を学校外

の研修や研究会に参加させる現職教育プログラムを開発した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 It is found that elementary school teachers have various needs in-service training and 
professional development for teaching physical education. We developed the in-service 
training program that physical education coordinators organized on-job training within 
their schools in order to communicate and share information about teaching physical 
education. Also teachers who researched teaching physical education wanted to get chances 
of in-service training program out of schools. So we developed the in-service training 
program that physical education coordinators took part in professional development for 
teaching physical education out of schools. 
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１．研究開始当初の背景 
国内ではここ数年，教員養成段階の学生の

成長に関しては，模擬授業の効果を「授業実
施能力」「授業計画能力」「授業評価能力」「省

察」という諸点から明らかにする研究が蓄積
されつつある（e.g. 岸本, 1995；長谷川他, 
2003；日野, 2003；岩田, 2008；木原他，2008；
徳永，2008）。しかしながら，現職教育段階
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での体育教師における力量形成過程を明ら
かにする研究は，まだ始まったばかりである。 
 他方，国外における体育教師の成長に関す
る研究は，英米圏を中心にこの 10 年で飛躍
的に蓄積が増加した。これらの体育教師教育
の研究の多くは，教師の成長自体が個別的で
学校の文脈に沿った特殊なものという性格
を踏まえ，事例研究やアクション・リサーチ，
さらにはグラウンデッド・セオリーという質
的な研究方法を採用している。 
 英米圏のこれらの研究から示唆されるこ
とは以下の 2 点である。第 1 に，研究の方法
について全体的傾向を把握する量的な質問
紙調査と学校ごとの特殊な文脈を理解し個
性的な教師の力量形成を捉えるインタビュ
ー等の質的な調査を併用する必要性である。
第 2 に，授業における子どもの学習の改善に
効果があるかという観点から現職教育の効
果を教師に問う必要性である。 
 本研究は、H18 年度から H20 年度まで研
究代表者が代表者として遂行した「『実践的
指導力』を育成する体育教師教育プログラム
開発のための実証的研究」基盤研究（B）（一
般）の研究成果を以下の２つの方向で発展さ
せるものである。 

(1)体育教師の力量形成は，教員養成から採
用そして現職研修と生涯にわたって続く過
程である。これまでの教員養成段階の力量形
成を保障する体育教師教育プログラムの成
果を，採用後の現職教育の力量形成に発展さ
せる。 

(2)現職教育を通しての教師の力量形成が
学校の授業における子どもの学びの改善に
効果があるという視点の採用である。教師の
力量形成による体育授業の改善が体育授業
における基礎・基本の習得を子どもたちにも
たらせることを意図した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，義務教育段階における体

育教師の継続的な「力量」形成を保障する効
果的な現職教育のプログラムを開発するこ
とである。 
 
３．研究の方法 
1 年次は，免許更新制講習参加者を対象に

全体的傾向を把握する量的な質問紙調査を
実施した。2年次に，質問紙調査者の中から
選んだ事例を対象に学校で行われる校内研
修に参加し，教師の力量形成に効果的な現職
研修の要因を捉えるインタビュー等の質的
な調査を実施した。3年次に質問紙調査と事
例研究の結果を総合的に解釈し効果的な現
職教育プログラムを開発した。 

本研究における研究代表者・研究分担者及
び研究協力者の役割・相互関係を図示すると
図 1のようになる。 

 図 1 研究協力者の役割・相互関係 
これらに示されているように、本研究は木

原が総括を務め、学校階梯や現職教育の実施
形態の相違にあわせて、実態調査をそれぞれ
の分担者が行い、相互に連携を密に取りなが
ら研究を進めた。 
 調査用質問紙の開発は松田と木原が担当
した。広島大学は木原，松田，岩田，安田女
子大学は徳永，九州女子大学は林と各勤務校
で実施する免許更新制講習での質問紙調査
の実施をそれぞれの研究分担者が実施した。
それらの質問紙の結果の集計と考察は，小学
校教員班と中学校教員班に分かれて行った。
小学校教員班はさらに，国立大学法人グルー
プとして木原と松田が担当し，私立大学グル
ープとして徳永と林俊雄が担当する。また中
学校教員班は岩田が担当した。 
また、現職教育での継続した職能成長を制

度的に構築しつつあるイギリス，アメリカ，
シンガポール、さらに小・中学校と体育教師
の専科制をとっている中国を比較の対象に，
日本と諸外国の比較研究を実施した。イギリ
スと中国の現地調査を木原が，アメリカとシ
ンガポールの現地調査を岩田が担当した。 
 
４．研究成果 
３年間を通した研究成果は以下の 4点にま

とめられた。 
 （1）小学校の教師が体育授業の研修に求
めている「力量」は、運動を教えることに関
する「技術指導」と、一人ひとりの子どもに
対して適切に指導や評価を行うことに関す
る「子ども把握」、そして子ども全体に対す
る「マネジメント」であった。 
(2)すべての「力量」について、体育主任

を経験している教員は相対的に必要度が低
い傾向がみられ、反対に若い教員や女性の教
員が多く含まれる集団は必要度が高い傾向
がみられた。そこから、体育主任や研究教科
で体育を担当している教員が若い教員や女
性の教員に対して積極的に情報の伝達・共有
化を行うことが、「力量」形成に有効な方法
として示唆された。 
(3)小学校の教師が体育授業に必要な「力

量」の形成に関する情報を、主に職場の「同



 

 

僚」から、次に「文献」や「HP」を通して入
手している事実が明らかとなった。 

(4)これらの事実から、様々な教師が体育
授業に関する「力量」を形成するために、体
育指導に積極的に関与する立場にある教師
が中心となり、学校内において情報を伝達し
共有していく校内研修を組織化する現職教
育プログラムを開発した。また、体育を研究
教科として担っている教師は、積極的に学校
外に「力量」を形成する場を求めていた。そ
こで、校内研修の指導者を養成するために、
体育指導に積極的に関与している教師を学
校外の研修や研究会に参加させる現職教育
プログラムを開発した。 

今後 10年間で 50歳代教師が大量に退職す
ると、ミドルリーダー層の多くは管理職につ
かなければならなくなり、新人教師が学ぶこ
とのできるベテラン教師が不足し、学校現場
の人材育成力の低下がもたらされる。こうし
た現状において、本研究が提案した現職教育
プログラムは、体育授業の指導「力量」を育
成するために必要な役割を果たすことが予
想される。 

今後の本研究の展望として以下の 3点が指
摘できる。 

(1)我々が開発した校外研修と校内研修の
現職教育プログラムを企画して実施し、その
有効性を検証することが求められる。 

(2)アンケート調査による教師の一般的な
意識調査をもとに提案した現職教育プログ
ラムの有効性を、リアルな生活との相互関係
の視点から把握するために事例的で質的な
研究方法を採用して調査を継続する。 

(3)今回の研究で当初予定していた通りに
取り組めなかった中学校における保健体育
教師の意識調査を実施して分析し、義務教育
全体の体育授業を指導する教師に必要な力
量を形成する現職教育プログラムを開発す
ることが求められる。 
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